
要約 

 

本稿では、CLIL レッスンの効果について述べられている。CLIL とは、他教科と英語の

語学学習を合わせた英語学習である。本稿では、小学校 5 年生から英語の授業を導入して

いる、奈良県の小学校 5 年生、6 年生を対象に、調査している。CLIL の内容としては奈良

扇についての講義である。この講義に対して、単語や文など、英語の知識を理解できている

か、また、講義の内容、つまり奈良扇についての歴史などを理解できているか、という 2 つ

の理解度について調査をしている。研究結果から、多くの質問項目についてある程度の児童

が理解できていたこと、英語に関しては、英語を好まない生徒や英語に苦労している生徒に

効果があったことなどが挙げられる。 

CLIL レッスンは、様々な授業や内容と合わせることで、今後効果が期待される。 

 

感想 

 

 今回は、少し伝統産業と離れた分野の内容だったのかもしれないと感じている。だが、こ

れは、伝統産業や日本の文化において実は非常に大事なことだと私は考える。若い世代にな

るにつれて、日本の文化や伝統産業について興味関心がなくなっている。そして、その 1 つ

の理由に、「海外に行くから日本についてはあまり興味ない」と答える人がいる。だが、こ

れは、間違いだと考える。私が、訪れた国の人々は、母国の文化についてしっかり理解して

いる。そして、それを英語で時には日本語で説明してくれる人がある。しかし、日本人の内、

どれだけの人が日本の文化について説明することができるだろうか。私は、そう多くないと

考えている。 

 だからこそ、この CLIL 学習を行い、日本の文化や伝統産業について学習することは、面

白い考えではないかと考える。本稿では、奈良扇について奈良の小学生に講義している。小

学校高学年にもなると、地元の文化についてはある程度理解していてもおかしくないので

はないだろうか。もちろん、歴史や製造方法についてはわからなくとも、どのようなものな

のかは、わかるのではないかと考える。しかし、簡単な内容でも難しかったという答えが出

ている。英語でも理解の難しさはあるにしても、文化に対する理解の低さも理由の一つでは

ないかと考える。 

 そのため、このような CLIL 学習を行うことで、日本の歴史や文化も学ぶことができ、大

変価値のある学習になると考える。そして、日本の伝統産業の魅力や現状について、学習の

一貫として知ってもらうということも大事なのではないだろうか、と考えた。 
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